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「核兵器反対なら 原発反対は当然」テーマ解説 

 

 核兵器の実戦使用である広島・長崎への原爆投下は、熱線による被害・爆風による

被害・放射線被曝による被害を、非常に多くの人々にもたらしました。熱線や爆風、

それを原因とする火災がもたらした惨状は、多くの証言で語られ、ヒロシマを訪れる

人たちに強い印象を残しています。 

 

 しかし、それに比べて、放射線被曝の被害については、語られることが少ないと思

います。 

 原爆の熱線を浴びた人たちが異様に膨れた顔になって誰とも見分けがつかなかっ

たという話はよく聞きます。これは単なる火傷ではなく、放射線により、皮膚の深い

ところまでの細胞そのものが破壊された結果だと思います。また、外観は無傷に見え

た人たちが、被爆後数日～数週間経って次々と死んでいったのも、内臓の細胞そのも

のが放射線によって破壊されていたからだと考えられます。これらは、原爆炸裂の瞬

間に発せられた強度の中性子線・ガンマ線による外部被曝の被害です。 

 

 さらに、広い範囲の人たちに長期にわたって影響を及ぼしているにもかかわらず語

られることが少ないのが、核分裂で生じた核分裂生成物―いわゆる「死の灰」による

低線量内部被曝被害です。 

 

 後ろに展示している街頭アンケートの結果にも示されていますように、広島の人た

ちは、実は、圧倒的多数が「広島原爆で低線量被曝被害はあった」と考えています。

ただしこれには、「低線量被曝被害とは、黒い雨や入市被曝による被曝被害など」を

指す、という注釈を付けることが必要でした。 

 

 広島の人たちは、身近な人たちが黒い雨や入市被曝によって確かに健康を害してい

る、という実感を持っています。しかし、それが「低線量被曝被害」だという認識を

持っている人は少数だと思います。また、厚生労働省が原爆による「低線量被曝被害」

―つまり黒い雨や入市被曝による被曝被害を認めていないということを知っている

人も少ないと思います。 

 

 ここには、被爆地の人たちの実感を、他の地域の人たちからも、問題の本質からも

切り離し、「低線量被曝被害」に人々の目を向けさせまいとする大きな力の存在を見

ることができます。 

 同じ力は、「核兵器」と「原発」を切り離し、「核兵器」は悪であっても「原発」は
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悪ではなく「原子力の平和利用」なのだという強力な洗脳を、広島の人々に対して行

ってきました。 

 

 しかし今や、福島原発事故を経て、私たちは、「核兵器」と「原発」に共通する最

も深刻な問題は「低線量被曝被害」なのだということを明確に意識しています。 

 

 広島原爆による低線量被曝被害は確かに存在しています。そして、原発は、ひとた

び過酷事故を起こせば、広島原爆よりもはるかに広範囲の低線量被曝被害をもたらす

ことを福島原発事故は示しました。原発は通常運転においても、原発労働に携わる

人々や風下の住民に低線量被曝被害をもたらしていると考えられます。 

 

 「低線量被曝被害」を身をもって実感としてとらえているヒロシマは、「核兵器反

対」の先頭に立つと同時に、「原発反対」の先頭にも立たなければならない。これが、

「核兵器反対なら 原発反対は当然」という今回 8 月 7 日期日のテーマの意味です。 
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